
学習クラブ参考書 P.10 
国語 60 番      

単語には自立語と付属語がある。 

自立語…それだけで意味の分かる単語。一つの文節に必ず一つあり、文節の初めにくる。 

      例・「学校」「楽しい」「走る」「きれい」「明日」「１０時」「先生」 

付属語…それだけでは意味の分からない単語。一つの文節に含まれない場合もある。 

      例・「の」「が」「ます」「です」「を」「は」 
 

単語の分け方 

１、文節に分ける。 
２、辞書に載っている程度の言葉に分ける。 
３、自立語と付属語に分ける。（自立語は必ずある。付属語はない場合もある。） 

☆忘れているところは文法ワークで確認しよう 

 

社会 19 番 

☆教科書Ｐ.１０２、１０３を確認しましょう。 

※航路と人物は必ずセットになるように確認しましょう。 

  三角貿易も大切ですので、ヨーロッパ、アフリカ、アメリカがどのような関係にあったかも確認しましょう。 

 

答え合わせを行うとき、正解・不正解の確認だけで終わらず、必ず上に示した教科書のページから、関連

するイラスト・地図・史料などを確認しておきましょう！今日は「～と同じくらい○○」という原級比較というの

を復習しましょう！ 


